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巻頭図版

1～4次 調査出土の8世 紀第4四 半期から9世 紀第1四 半期の土器

、/

1～4次 調査出土の10世 紀初頭の土器



序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を

実施した、四ッ塚遺跡の調査成果をまとめたものです。

四ツ塚遺跡は、山形県のほぼ中央に位置する西村山郡河北

町に所在 します。山形盆地の北端にあたるこの町は 「紅花の

里」として知られ、中心街である河北町谷地は、古 くから最上

紅花生産の中心地 として栄えました。現在、町の平野部では

サクランボの栽培が盛んです。

この度、山形県立救護施設みやま荘改築整備事業に伴い、工

事に先立って四ツ塚遺跡の第4次 調査を実施 しました。

調査では、古代の竪穴住居跡が2棟 検出されたほか、2次

調査 と3次 調査で検出された溝跡の延長部分を検出しました。

また、縄文時代のものと考えられる陥穴も検出されました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた

貴重な国民的財産 といえます。この祖先の足跡を学び、子孫

へ と伝えてい くことが、私たちの重要な責務 と考えます。そ

の意味で、本書が文化財保護活動の啓発 ・普及 ・学術研究 ・教

育活動などの一・助 となれば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係

各位に心から感謝申し上げます。

平成14年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰



例 口

1本 書 は、山形県立救護施設みや ま荘改築整備事業に係る 「四ッ塚遺跡」の第4次 発掘

調査報告書である。

2調 査 は山形県健康福祉部障害福祉課の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センター

が実施 した。

3調 査要項 は下記の とお りである。

遺 跡 名

所 在 地

調査 主体

調査 期 間

現地 調査

調査担当者

四ツ塚遺跡 遺跡番号481

山形県西村山郡河北町大字吉田字馬場164他

財団法人山形県埋蔵文化財センター

平成13年4月1日 ～平成14年3月31日

平成13年5月14日 ～6月14日

調 査 第 四 課 長 渋谷 孝雄

主任調査研究員 斉藤 主税

調 査 研 究 員 水戸部秀樹(調 査主任)

調 査 員 渋谷 純子

4発 掘調査および本書 を作成するにあたり、山形県健康福祉部障害福祉課、河北町教育

委員会、村山教育事務所、山形県立救護施設みやま荘等関係機関にご協力いただいた。

5本 書の作成 ・執筆 は、水戸部秀樹(II・III・IV・VI・VII章)、 渋谷純子(1・V章)が

担当 した。編集 は須賀井新人、佐竹弘嗣、竹田純子が担当し、全体にっいては渋谷孝雄

が監修 した。

6委 託業務 は下記の とお りである。

遺構写真撮影 日本特殊撮影株式会社

基準点測量 ・水準測量 株式会社寒河江測量設計事務所

7出 土遺物、調査記録類 にっいては、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一・括保管 し

ている。



凡 例

1本 書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は下記のとお りである。

ST… 竪穴住居跡SB… 掘立柱建物跡SK… 土坑

SD… 溝跡SE… 井戸跡SP… ピッ ト

SX… 性格不明遺構RP… 登録土器RQ… 登録石器

2遺 構番号は、現地調査段階での番号を、そのまま報告書の番号 として踏襲した。

3報 告書の執筆の基準 は下記の とおりである。

(1)遺 構図に付す座標値 は、平面直角座標系第X系 により、高さは海抜高で表す。方位

は座標北を示す。

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

遺構実測図は1/30～1/300の 縮図で採録 し、各々スケールを付した。

本文中の遺物番号は、遺物実測図 ・遺物図版 とも共通のものとした。

遺物実測図 ・拓本図は1/1～1/6で 採録 し、各挿図にスケールを付 した。

遺構実測図中の遺物実測図は、原則 として1/8で 採録 した。

遺物実測図中の土器 について、土師器は断面白抜き、須恵器は黒ベタで表示 した。

遺物観察表中において、括弧内の数値は図上復元による推計値を示している。

基本層序および遺構覆土の色調記載にっいては、1997年 版農林水産省農林水産技術

会議事務局監修の 「新版基準土色帖」に拠った。

1次 か ら3次 調査の報告書 に示された標高値は、誤認により実際の標高より2.75m

高い ことが4次 調査で明 らか となった。 ここで訂正する。
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調査の経緯

1調 査の経緯

1調 査 に至る経過

今回の発掘調査 は、山形県立救護施設みやま荘改築整備事業に伴 う第4次 調査である。

四ッ塚遺跡 は昭和53年 山形県教育委員会発行の 『山形県遺跡地図』にNo.481と して登録 さ

れている。平成10年 度から12年度 にかけて1～3次 調査が行われてお り、事業予定区域内の

約9,500r㎡が調査されている。今年度の調査区は、これらの北西部分にあたる区域である。

(第1図 調査区概要図参照)

調査 にあた り、本調査に先駆けて平成13年4月18日 に財団法人山形県埋蔵文化財センター

が試掘調査を行い、3ヵ 所の試掘 トレンチか ら、竪穴住居跡や土坑などの遺構を検出した。

これらの結果及び第1～3次 調査の成果をもとに、関係機関による協議を行い、調査区を設

定した。調査期間は5月14日 か ら6月15日 である。発掘調査に至 るまでの協議等は以下の通

りである。

山形県教育委員会と県埋蔵文化財センターで、埋蔵文化財発掘調査計画について協議。

第1次 調査 平成10年1月23日 第2次 調査 平成11年1月27日

第3次 調査 平成12月1月20日 第4次 調査 平成12年11月10日

県健康福祉部長 より県埋蔵文化財センター理事長あてに、 「県救護施設みやま荘改築整備

事業に伴う地区内の埋蔵文化財調査」の依頼。

第1次 調査 平成10年3月12日 第2次 調査 平成ll年3月17日

第3次 調査 平成12年3月1日 第4次 調査 平成13年3月26日

県健康福祉部長 と県埋蔵文化財センター理事長の間で 「埋蔵物発掘調査業務の委託契約」

を締結。

第1次 調査 平成10年4月1日 第2次 調査 平成ll年4月1日

第3次 調査 平成12年4月1日 第4次 調査 平成13年4月1日

っぎにこれまでの3次 にわたる調査の概要 を記す。

第1次 調査

調査期間 平成10年5月ll日 ～7月8日 調査面積3,900㎡

第2次 調査

調査期間 平成11年8月30日 ～11月5日 調査面積3,600㎡

第3次 調査

調査期間 平成12年6月26日 ～7月5日 ・10月4日 ～ll月2日 調査面積2,000r㎡

これらの発掘調査については、整理作業を終えており、調査成果を記した報告書(1)は既に

刊行 されている。今回の4次 調査で山形県立救護施設みや ま荘改築整備事業に伴う緊急発掘

調査はすべて終了することになる。

1



調査の経緯

2調 査の経過 と方法

平成13年4月24日 、県救護施設みやま荘会議室において、四ッ塚遺跡第4次 発掘調査事

前打ち合わせ会 を開催し、発掘調査に至る経過報告 ・調査機関 ・調査体制 ・調査の方法 ・

安全対策等を確認した。以下に大まかな作業工程を列記する。

平成13年5月14日 現地調査を開始。5月15日 か ら同23日 まで重機 による表土除去を行 っ

た。 これに併行 して遺構検出を行い、さらにグリッド設定などの作業を行った。

これまで行われた1次 か ら3次 の調査では、それぞれ任意の方向軸でグリッドを設定し

ているが、4次 調査では、遺跡の位置の記録、各次の調査区の位置関係などを正確に把握

するため、平面直角座標系第X系 のX軸 ・Y軸 に沿った方向で グリッドを設定した。グリッ

ドの間隔は2mと した。 また、付図に収録 した1次 か ら4次 までの調査区を併せた遺構配

置図には、4次 の調査で使用 した座標値を記 した。

グリッドの名称 とした数字は、西から東へ大きくなる数字 と南から北へ大きくなる数字

を、それぞれ座標値のY軸 とX軸 に沿わせた。その数字の組合せを、X軸 とY軸 の交点の

第1象 眼 となる2m方 眼のグリッ ド名 とした。ただ し、このグリッド名は4次 調査 にのみ

適用 される。

調査区は、旧みやま荘建設時の基礎工事のため、多くの部分が撹乱を受けていた。また、

その旧みやま荘を解体する工事の際にも遺跡はさらに撹乱され、その面積の約54%が 調査

できない状態にあった。数 ヶ所撹乱を取 り除いたが、遺存 している遺構は確認できなかっ

た。撹乱は深 く、また面積も大きいため、すべてを取 り除くことは行わなかった。調査面

積は1,500㎡ である。

その後、遺構検出、遺構精査、そして図面作成、写真撮影などの記録作業を進め、6月

12日 ラジコンヘ リを用いた業務委託 による空中写真撮影を行った。遺物の取 り上げは、遺

構から出土したものは遺構 とグリッドと層位により、遺構外から出土したものはグリッド

と層位で出土地点の記録を行った。6月14日 には関係者を対象に発掘調査説明会を開催し、

6月15日 に予定通 り調査 を終了 した。

＼

作業風景 南から

2
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遺跡の立地と環境

II遺 跡の立地 と環境

1地 理的環境

四ツ塚遺跡の所在 している河北町は、山形県の中央、山形盆地の北西部に位置し、東は

天童市 ・東根市、北は村山市、西 と南は寒河江市に接している。

河北町の北西に位置する葉山火山の南東方を流下する水系には、法師川 ・滝ノ沢川 ・古

佐川があり、耕地を潤しながら最上川に合流する。また、寒河江川が町の南縁を区切って

西から東に流れ最上川に注ぎ、その最上川は東縁を区切って南から北に流れている。町の

西側にある葉山山地の南東斜面(大 久保段丘)が 、南部でおお よそ100mか ら、北へ120m

～130mの 等高線 を形成 し、山地 と平野部を区分する。平野部は、大半が寒河江川扇状地

で、その東側には最上川の自然堤防や後背湿地、旧河道が、北東部には寒河江川扇状地前

縁部が広がる。本遺跡は寒河江川扇状地前縁部と葉山南麓山地から続 く大久保段丘の境界

に位置 している。 この遺跡の多様な性格も異なる地形分類の境界に位置することに起因す

るものと考えられる。

2歴 史的環境

旧石器時代のもの としては、法師森 ・奥土入 ・根際山神などの遺跡がある。縄文時代の

番号 遺 跡名

1中 山

2中 村A

3中 山B

4河 島八反

5湯 野沢館

6八 反

7大 久保城

8宝 鏡 寺

9大 久保 古城

10高 崖

11西 浦

12赤 坂

13市 の町

14長 瀞 本楯館

15.月 山堂

16狼 沢

17岩 木

18笹 本

19岩 木観 音

20岩 木B

21岩 木A

22伊 達城

23花 ノ木

24弥 勒 堂

25山 の神

26四 ッ塚

27弥 勒 寺経塚

28焼 林

29長 慶 寺原

30樽 久保A

31定 林 寺跡

32法 師森

33樽 久保B

34鶴 狭 間

35慶 光寺下

36蟹 沢楯

37土 入A

38土 入B

種別 時代

集落跡 縄文
集落跡 縄文

集落跡 縄文
散布地 平安

城館跡 中世
集落跡 平安

城館跡 中世
集落跡 縄文

城館跡 中世
集落跡 縄文

集落跡 奈良
集落跡 奈良

集落跡 平安
城館跡 中世

集落跡 平安
集落跡 縄文

散布地 縄文
包含地 縄文
包含地 縄文

包含地 縄文
包含地 縄文

城館跡 中世

集落跡 縄文・弥生
平安

包含地 平安

包含地 縄文

集落跡 縄文・奈良
平安・中世

経塚 室町
包含地 縄文
包含地 縄文・平安

散布地 縄文・平安

寺院跡 中世・近世
包含地 旧石器 ・弥生

散布地 縄文
包含地 縄文

包含地 縄文
城館跡 中世

散布地 平安
散布地 縄文・平安

39お 月山

40桑 ケ原

41曲 沢

42奥 土入

43根 際山神

44慶 光寺 山A

45中 土入

46毘 沙門 山

47根 際山楯

48さ いかちだ

49大 塚館

50所 岡

51谷 地城

52堀 口館

53野 田蕨手刀

出土地H

54野 田中島

55野 田蕨手刀

出土地1
56和 楯山楯

57両 所B

58裏 田

59権 現森

60若 宮八幡

61三 ツ屋

62三 ツ屋東

63荒 町

64境 介次郎屋敷

65下 愼

66月 山堂

67小 泉楯

68畑 中B

69羽 入熊野堂

70畑 中A

71馬 場

72羽 入楯

73羽 入山森

74熊 野台

集落跡 縄文
包含地 縄文

包含地 縄文
包含地 旧石器 ・縄文

集落跡 旧石器 ・縄文

集落跡 縄文
集落跡 縄文

集落跡 縄文・奈良
平安

城館跡 中世
集落跡 縄文

城館跡 中世
包含地 平安

城館跡 中世
城館跡 中世
包含地 奈良・平安

集落跡 縄文・平安
包含地 奈良・平安

城館跡 中世

散布地 縄文
包含地 縄文・平安
包含地 縄文・平安

集落跡 奈良・平安

集落跡 縄文・平安
集落跡 縄文
包含地 平安

城館跡 中世

包含地 古墳
集落跡 平安

城館跡 中世
包含地 平安

集落跡 平安
包含地 平安

集落跡 古墳・奈良
平安

城館跡 中世
集落跡 縄文・平安
包含地 古墳・奈良

平安

75一 ノ坪

76不 動木

77溝 延城

78今 町経壇

79二 階 堂氏屋 敷

80後 藤原

81高 野坊

82瓜 小屋

83一 楽壇

84熊 野 堂前

85成 生館

86金 谷

87蔵 増 北B

88的 場

89成 生薬 師神 社
一字 一石 経壇塔

90成 生 古墳 群

91成 生 古銭 出土地

92新 田楯

93三 条 条里

94地 蔵池B

95地 蔵池A

96高 木石 鳥居跡

97寒 河 江城

98日 田城 の内

99清 池清水

100高 木 古銭 出土地

101高 木石 田墳墓

102高 木石 田

103高 木原 口

104八 反記 田

105蔵 増1ヒA

106北 畑

107蔵 増城

108誓 願 寺護 念経碑

109高 木館

集落跡 古墳 ・奈良

平安
集落跡 奈良・平安

城館跡 中世
納経 江戸

城館跡 鎌倉
集落跡 縄文
寺院跡 鎌倉～室町

集落跡 縄文

墳墓 室町
集落跡 縄文

城館跡 南北朝～
安土桃山

製鉄 縄文 ・鎌倉
集落跡 平安

集落跡 平安
納経 江戸

古墳群 古墳

古銭 室町
出土地

城館跡 中世
条里 奈良・平安

集落跡 平安
集落跡 縄文～弥生

鳥居跡 室町
城館跡 中世

城館跡 中世
集落跡 古墳

古銭 室町
出土地

墳墓 南北朝
集落跡 縄文 ・平安

集落跡 古墳 ・平安
集落跡 縄文

集落跡 鎌倉
集落跡 平安

城館跡 室町～江戸
納経 江戸

城館跡 室町～
安土桃山
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遺跡の立地と環境

遺跡は、前期は後沢 ・長慶寺原 ・奥土入、中期はお月山 ・慶光寺A・ 権現森など、後

期 は奥土入 ・長慶寺原、晩期は花ノ木②などがある。いずれも集落跡で、そのほとんどが

平野部に臨む丘陵地 と中小河川の河成段丘に位置している。弥生時代の遺物 としては、花

ノ木遺跡から弥生土器 ・石刀 ・石包丁 ・扁平片刃石斧などが出土している。

古墳時代以降の遺跡の多 くは、平野部に広がっている。古墳時代の遺跡は、下槙(3)・熊

野台(4)などがあ り、奈良時代、平安時代の集落跡が熊野台 ・一の坪(5)・不動木(6)・月山堂(7)・

馬場(8)・花 ノ木等か ら発見 されている。熊野台遺跡からは 「大刀自」の箆書きのある須恵

器の大甕が出土している。 『延喜式』造酒司の項にある祭神九座の内に、 「大邑の刀自」

の記載があり、 『小右記』永詐元年(989年)の 項 にも 「大刀 自、小刀自各一甑を献ずる」

といった内容があることから、酒造用の壷 と考えられている。(9)

一の坪遺跡か らは 「大山」、 また 「大山□(郷 ヵ)」 と墨書 した須恵器圷が出土 してい

る。大山郷は古代律令制における出羽国最上郡の管下であったが、仁和2年(886年)ll月

に最上郡か ら分置 された新設の郡である村山郡管下の六郷の一・つ となった。 『三代実録』

には仁和3年(887年)5月 に出羽守である坂上茂樹が、出羽郡井口地にあった国府を、最

上郡大山郷保宝志野に移 したいと、中央政府に申請 したと記されている。この申請は許可

されなかったが、移転先の候補地 となる大山郷の所在地については、以前から問題 とされ

てきており、一の坪遺跡出土の墨書土器は問題解決の糸口となる重要な遺物である。大山

郷の候補地 とされる一・の坪遺跡のある河北町は、申請時には、既に分置された村山郡に含

まれると考えられる。しかし、村山郡が分置された後の最上郡には大山郷は存在しないこ

とから、記事の前後関係に問題は残るが、移転申請のあった大山郷は旧最上郡管下の大山

郷 と考えても良いだろう。

東村山郡山辺町南部で検出された条里遺構は奈良時代に営まれたものと報告(lo)されてい

る。一方、河北町 とは最上川を挟んで対岸に位置する東根市の北西部から村山市南部の一

帯にかけても条里遺構が認められる。調査(ll)によれば、平安時代の水路 ・畦畔が検出され

ている。新設された村山郡の郡衙は東根市郡山付近に推定されているが、この郡衙を中心

とした山形盆地北部での条里制の施行と村山郡の分置は密接に関連 し、条里水田の完成を

前提 として計画された可能性が強いと考えられている。(12)村山郡管下 となった河北町の谷

地 ・溝延の水田面に、広範な条里遺構の分布が確認されることも、この一連 の動きの中で

理解して良いだろう。

この河北町を含む西村山郡において、奈良時代から平安時代かけて営まれた窯跡 として

は、寒河江市の平野山古窯跡群(13)が挙げられる。河北町に隣接する寒河江市の西部丘陵に

位置する平野山には、14ヶ 所 の窯跡や須恵器 ないし瓦の散布地が確認されている。特に出

土した瓦については、酒田市所在の国指定史跡で出羽国府 とされる城輪柵跡に供給された

とする説があるが、賛否両論あり、未だに解決されていない。また、奈良時代から平安時

代にかけて継続して営まれた窯跡 として大量の須恵器が出土 しており、四ッ塚遺跡で出土

する須恵器もこの地で製作された可能性がある。
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遺跡の概観

III遺 跡の概観

1基 本層序

四ッ塚遺跡の第4次 調査の調査区は、遺跡範囲の北東部分である。遺跡の北東方向にある

葉山山地から根際丘陵を経て、大久保段丘に至る緩い傾斜面に位置する。遺跡の中では最も

標高の高い地点である。遺跡範囲の大半は現在は果樹園や畑地 として利用されている。1次

調査の北東部及び2次 調査 と3次 調査の調査区はやは り大久保段丘上に位置しているが、1

次調査の南西部は寒河江川扇状地の前縁部に位置し、周辺は水田として利用されている。最

も標高の低い1次 調査区では、地下水位が高いため井戸跡が比較的多 くみられるが、逆に今

回の4次 調査区では標高が高い こと、遺跡の北約200mに は縄文時代中期の岩木A遺 跡が存

在することな どか ら縄文時代の遺構 ・遺物も期待された。

基本層序は第3図 に示 した。調査区の西辺、南辺は既に工事により調査区内より低 くなっ

ている。北辺の遺構検出面から上はすべて盛十である。基本層序は南辺から2ヶ 所記録 し

た。

a-a'の1層 は撹乱で旧みやま荘解体時のコンクリー トなどを多量に含んでいた。2層

はコンクリー トな どは見られなかったが、土が撹搾されており、おそらく旧みやま荘建設時

の整地等によるものと考えられる。3層 以下が地山 として認識 した層である。遺構検出も

1・2層 を取 り除いて、3層 上面で行った。3層 から10層は粘土質の土、以下が砂質の土で

ある。地形の傾斜に沿 うように北から南へ傾斜して堆積 しており、二次的な移動によるもの

と判断できる。

b-b'の1層 もやはりi撹乱である。2層 は均質な黒褐色シル トだが、特に遺物は包含し

ていない。3層 以下を地山 とし、遺構検出も3層 上面で行った。3層 ・4層 の堆積状況は水

平に近 くなって きてお り、地形の傾斜が緩 くなっていることを示している。

2遺 構 と遺物の分布

遺構 ・遺物 とも1次 調査区が最 も豊富であ り、次数を追 うごとに減少している。1次 調査

区の段丘の縁辺部には遺構が多 くみられ、その遺構群は西へと続 くものと予想された。しか

し、本来は西へ向かって標高が上がっていく地形を削平して平坦面を造成 し、旧みやま荘を

建設したため、遺構は西へ行 くほど希薄になる。遺物も同様で、4次 にわたる調査で出土 し

た遺物の総量は整理箱で26箱 である。

4次 調査では竪穴住居跡、竪穴状遺構、掘立柱建物跡、溝跡、陥穴、土坑、ピットが検出

された。特に溝跡SD7は2次 調査区の溝跡SDI23と3次 調査区のSD98を 繋 ぐものであ

る。遺物はほとん どが竪穴住居跡と竪穴状遺構から出土した奈良時代から平安時代の須恵

器 ・十師器である。縄文時代のものと考えられる石器も若干出十 したが、縄文時代の遺構に

伴 うものではなく、古代の遺構の覆土に混じったものと、撹乱から出土したものであった。
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遺構

IV遺 構

1竪 穴住 居跡

ST1(第4図)

41-30グ リッ ド付近 に位置 す る。東西3.8m、 南側 を大 き く撹乱 されて お り、 南北の現存

長 は1.4mで あ る。 カマ ドと煙道 は北 壁 中央部 に設 け られてい る。煙道 も削平 を受 け、全長

は不 明だが現存長 でO.6m残 る。柱穴 な ど、他 の施 設 は見 られ なか った。主軸方 向 はN7。

W(北 で西 に7Q振 れ る、以下 この ように略 す)で あ る。 図示 した平面図 は床面上 での検 出

状況 であ る。 断面 図か らは、竪穴 の掘形 は、壁 際が一段深 く、17～22層 を埋 め土 としてい る

状況 が確 認 で き る。 その上 に16層 の貼床 土が見 られ る。

カマ ドは11～15層 で構 築 され る。 内部 は長軸70cm、 短軸60cmの 範 囲で被 熱 して い る。 カマ

ド中央 には石製 の支 脚28が 据 え付 け られて お り、や は り周 囲 を強 く被 熱 して い る。

出十 した遺物 は少 ないが、床 面か らは長胴 甕18・19・22が 出十 した。他 にカマ ド周 辺で

30・31・32な どの擦痕 を もつ石 器が 出土 してい る。

ST2(第5図)

45-32グ リッ ド付近 に位置す る。遺存 していた部分の現存長 は東西3.5m、 南北0.8mの み

で あ る。重複 す る柱穴SP52よ り新 しい。 カマ ドは南壁 の西 よ りに設 け られて い る。他 の施

設 は確認 で きなかった。主軸 方 向はNl5。Wで あ る。1～5層 はST2を 切 る遺構 、竪穴 の

西半分 は地 山上を床 とし、地形 の低 い東半部 に貼床 十12・13層 が見 られた。12層 はカマ ドが

上 に構 築 されて いたた め被 熱 してい る。

カマ ドは9～11層 で構築 され 、 内部 は直径40cmの 範 囲 で被 熱 して い る。

遺物 は底部切 離 し技法が回転 ヘ ラ切 り技法 の須 恵器圷 、土師器甕 を中心 に出十 した。他 に

カマ ドの構築材 とも考 え られ る擦痕 を もつ石製 品29が カマ ド周辺 か ら出土 した。床面か らは

須 恵器甕8・ 土 師器 甕17が 出土 した。

2竪 穴状遺構

ST6(第6図)

竪穴住居跡 とは異なり、カマ ドなどの施設を持たず、住居 とは考えられないものを竪穴状

遺構とした。今回の調査ではST6の1基 のみ検出 した。44-30グ リッ ド付近に位置す る。

南北2.lm、 東西2.2mの 隅丸方形 を呈する。主軸方向はNl80Wで ある。内部にカマ ドや柱

穴などの施設は持たない。1～5層 が覆土で、6層 の平坦な面が貼床十 と考えられる。平面

図では床面上の検出状況を図示 した。

遺物は、底部切離し技法が回転ヘラ切 り技法による須恵器の圷 ・高台付圷などが出土し、

特に須恵器圷3は 床面か ら出十 している。他 に土師器甕などが出土 した。

一9



遺構

10一



遺構

11



遺構

12一



3掘 立柱 建物跡

SB65(第7図)

45-32グ リッ ドに位置す る。4次 調査 区内で は柱穴SP51・64の2基 が検出 され、2次 調査

区内のSB2の 柱穴 と組 む。梁問2問 、桁行3問 の掘立柱建物跡 である。主軸方位 はN64QW

で あ る。直径21～34cmの 柱穴 か らな る。底 面 の標高 は97.8～98.15mで ある。遺物 は2次 調

査 区
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遺構

3溝 跡

SD7・9・SK39(第8図)

28-19～33-20グ リッ ドに位置 す る。幅100～135cmの 東西 か ら南北 方 向に屈 曲 す る溝 跡

で ある。SD7は 、東側 の2次 調査 区のSDl23と 、南側 に隣接 す る3次 調査 区のSD98と

繋が るこ とが確認 され、 同一 の溝跡 で あ るこ とが分 った。(第23図 四 ッ塚遺 跡遺構 配置

図参照)

SD9は2次 調査 区のSD362と 同一・の もの と見 られ るが、4次 調査 区の中に溝 の端 が あ

り、SD7の ように3次 調 査 区に は続か ない。両者 は重複 して い るが、SD9が 古 く、S

D7が 新 しい こ とが 、断面 図e-eノ で確 認 された。

また、SK39もSD7に 切 られ てい る。SK39は 南北130cm、 東 西60cmの 土坑 で あ る。

SD7・9と も覆土 は水成 堆積 で はな く、周辺 の地 山土 を含 みなが ら堆積 した黒褐 、暗

褐 のシル トが主体 で あ る。

出土 した遺物 は少 な く、SD7・SK39か ら土 師器片 が数 点 のみで、SD9か らは出土

して いな い。

SD11(第9図)

25-24～30-21グ リッ ドに位置 す る。幅40～65cmの 溝跡 で あ る。撹 乱 に よ り分断 されて

お り、部分 的 に検 出 され た。主軸 の方位 はN65QWで あ る。 溝跡 の底 面 は周辺 の地形 の通

りに、北 西か ら南 東 に向か って下 が ってい る。他年 度 の調査 区にSDllと 繋が る遺構iは見

られ ない。 出土 遺物 は無 い。

4陥 穴(第10図)

陥穴 は3基 検 出 され た。張 り出 した段丘 の形、等 高線 に沿 うように並 んで配置 されて い

る。SK8とSKl9の 間 で は、撹乱 の ため検 出 されなか ったが、SKl9とSK8の 間隔か

ら推察 す る と1基 あ るいは2基 存在 した可 能性 は高 い。3基 とも出土遺 物 は無 い。

SK5

43-31グ リッ ドに位置 す る。平面形 はやや東西 に長 い円形 を呈す るが、断面 の観察か ら、

東側 の壁 の崩落 によ るもの と考 え られ る。底 面 中央 には逆茂 木 を立てた と考 え られ るピ ッ

トが検 出 され た。

SK8

33-19グ リッ ドに位置 す る。平面形 は円形 を呈 す る。底面 中央 に は逆茂木 を立 てた と考

え られ るピ ッ トが検 出 され た。4層 は地 山 に似 てお り、壁 の崩落 十で あ ろ う。

SK19

37-22グ リッ ドに位置 す る。平面形 は円形、底面 中央 に逆茂木 を立 てた と考 え られ るピ ッ

トが検 出 され た。3層 が壁 の崩落土 で あ る。
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5そ の他 の遺 構(第11図)

SK4・SP50

SK4とSP50が 重複 して い る。切 り合 い関係 で はSK4が 古 い。SK4は 直径90cm、

深 さ18cmの 円形 の浅い土坑で あ る。SP50は 直径40cm、 底 面の標高 が98.14m。 断面 か ら柱

穴 で あ る と判断 され る。組 み合 う柱 穴 はSP52が 考 え られ るが、他 にはな く2基 のみで あ

り、 どの よ うな建物 を構 成 す るか不 明で あ る。両者 とも出土遺物 は無 い。

SK27

直径90cm、 深 さ22cmの 浅 い土坑で あ る。 出土遺物 は無 く、性格 ・時期 とも不明で あるが、

形 状 はSK4と 同様 で あ り、 関連 す る遺構 で あろ う。

SP52

直径47cm、 底面 の標高 が98.lmの 柱穴で あ る。ST2と 重複 してい るが、SP52が 古 い。

形状 、底面 の標高 か ら、SP50と 組 み合 うもの と考 え られ る。SP52とSP50の 間隔 は心々

で2.2mで あ る。

18一
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V遺 物

今年度の四ッ塚遺跡第4次 調査で出土 した遺物は、整理箱で5箱 である。ほ とんどが竪穴

住居跡ST2と 竪穴状遺構ST6に 伴 う遺物であ り、その他の地点から出十しているものは

ごく僅かである。調査区面積の54.1%が 撹乱されていることもあ り、全体の遺物点数は非常

に少ない。出土遺物の主体は須恵器 ・土師器などの土器である。

1須 恵 器(第12図)

今 回出土 した須恵器 には、圷 ・高 台付圷 ・蓋 ・甕 な どが ある。1・3・6が 竪穴状遺構S

T6の 覆土 中か ら、2・4・5・7・8が 竪穴 住居跡ST2か ら出土 してい る。

圷 は破 片 を含 め、9点 出土 してお り、 この うち1～5の5点 につ いて図化 した。底部 の切

り離 し技法 は、底部 の確 認で きる4点 すべ て回転 ヘ ラ切 り技 法 による もので あ る。切 り離 し

後 の底部 にはナデ調整 を施 して いる。1は 、底径 が大 き く、逆 台形 を呈す る。2は 、 ロ クロ

目が強 く残 るが、底部 周縁の調整 な どを含 め1に 近 い形状 で ある。3は 焼成が悪 く、 内面、

外面 ともに表面 が剥 離 してい る。二次的 に被熱 してい る可能性 があ る。4は 立 ち上が り付近

か ら口縁部 にか けての破 片で、底部 を欠 く。5は 底部 か ら立 ち上が り部分 にか けての破片 で

あ る。底部切 り離 し技 法 は回転 ヘ ラ切 り技法で あ る。底部 の切 り離 し後 は他 と同様 にナデ調

整 が施 されて い る と考 え られ る。

高 台付圷6はST6か ら出十 してい る。底部切 り離 し技 法 は回転ヘ ラ切 り技法で、底径が

大 き く、逆 台形 を呈す る。法量 がやや小 さい もの の、1に 近 い形状 を持 つ。

蓋 は7がST2か ら出土 して いる。天井部周縁 に回転 ヘ ラ削 りが施 され る。器高がやや高

く、 天井部 と体部 の境が不 明瞭 で 口縁部端 が屈 曲す る。

甕 は8がST2か ら出土 して いる。底部か ら体部 にか けての破 片で、外面 に平行 タタキ、

内面 に同心 円状 の打圧調整 痕が み られ る。本来 は丸底 の甕 で あった と考 え られ る。

2土 師器(第12・13図)

土 師器 は、 ロクロ成形 の もの と非 ロクロ成形 の ものがあ る。県内で は須恵器 の製作技法 の

系譜 を引 く、 ロクロ成形 の土師器 を 「赤焼土器」 「赤焼 き土器 」 「あかや き土器」 な どとし

て 区別す るこ とが多いが、本報 告 にお いて は、 これ らの土器 を土師器の一類 型 とし、遺物観

察表 の備考欄 に 「赤焼土器 」 と表 記す る。

土 師器 は甕 ・圷 な どの器種 が出土 して い る。十 師器 は比較 的出土量が多 く、4次 調査 の出

土遺 物 の主体 をなす。溝 跡 ・土 坑 な どか らの出土 も見 られ るが 、主 に竪 穴住居 跡STl・

2、 竪穴状遺 構ST6か ら出土 して い る。

甕 は煮炊 具 と考 え られ る小型甕 や長胴 甕が 多 く、大 型 の甕 の破 片 も1点 出十 して い る。

小型甕 は非 ロ クロ成形 の もの を3点 、 ロクロ成形 の ものを6点 図化 した。非 ロクロ成形 の も

のは9～llで 、9・10は 竪穴状遺構ST6か ら、llは 竪穴住居跡STlか ら出土 した。9以
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外 は下半 部 の破片 の ため、全 体 を知 る こ とがで きないが、底径 や体部 の立 ち上が りは近 似

して い る。下半部 が被熱 して お り、煮炊具 と考 え られ る。9・10は 底 部 に木葉痕 が残 る。

llは 長胴 甕 の破片 が 出土 した近辺 か ら出土 して お り、長胴甕 の底部 とも考 え られ る。12～

17は ロ クロ成形 で、比較 的小型 の もの も見 られ る。12・13・16は 竪穴 状遺構ST6か ら、

14・15・17は 竪穴住 居跡ST2か らの 出土 で あ る。12・13に つ いて は同一個体 の可能性 が

ある。12～15は 二次 的 な被 熱が見 られ、煮炊 具 と考 え られ る。 また、14は 底部 に粘 土紐 の

巻 上 げ痕 が残 る。 また、底 部切 り離 し技法 はヘ ラ切 り技法 で あ る。16も ヘ ラ切 り技法 で、

体 部立 ち上 が り付近 にヘ ラ削 りが見 られ る。

長胴甕 は、竪穴住 居跡STl・2か らの出土 であ る。全体 が復元 され るもの はない。18

～20は 非 ロクロ成形 と考 え られ る。5点 を図化 した。18・19・22が 竪穴住居跡STlか ら、

20・21・23が 竪穴住 居跡ST2か ら出土 して い る。18・19は 同一個体 と考 え られ る。 口縁

部 は上端 をつ まみ出す。胴部 の外面 には縦方 向のハ ケメが、 内面 にはナデ調整が見 られ る。

20は 口縁 部か ら胴 部 にか けて の破 片で あ る。 口縁部 は薄 手で、つ まみ 出 しがな い。 内面 は

横 方 向のハ ケメで調整 されて い るが、外面 は状態 が悪 く、縦 方 向のハ ケメの痕 跡 が僅 か に

残 るのみで あ る。21～23は 口縁部 のみ の破 片で あ る。21は 口縁部 の上下端 が、22～23は 口

縁 部 の上端 がつ まみ出 され てい る。

圷 はすべ てロ クロ成形 で、24～27の4点 を図化 した。 これ らはすべて撹乱 か ら出土 して

い る。24・25は 体部 の みの破 片で あ るが、体 部立 ち上が りか ら、底径 が小 さ く直線 的 に外

反 す る形 状で あ る と考 え られ る。26・27は 下半部 のみ の破片 で あ る。底部切 り離 し技 法 は

回転糸切 り技法 で、底 部調整 は見 られ ない。

3そ の他(第14図)

竪穴住居 跡STl・2の 、 カマ ド内及 び カマ ド周 辺か ら出土 した礫28・29・30・31・32

及 び、表 面採集 や撹乱 出土の磨石 や、竪穴住 居跡ST2の 覆 土 に混 入 していた34・35な ど

で あ る。

28は 、 竪穴住居 跡STlカ マ ド内 の中央 か ら検 出 され た。全 体 に被 熱 してお り、 支脚 と

して使用 され た と考 え られ る。29は 竪穴住居 跡ST2の カマ ド内か ら出土 した。支脚 とも

考 え られ るが被熱 の痕跡 が明確 で はな く、壁 際 か ら立 った状 態で検 出 され た こ とか ら、 カ

マ ドの構築 材 とも考 え られ る。上端 側 に磨痕 が見 られ る。30・31は 竪 穴住居跡STlの カ

マ ドの東側 か ら出土 した。形 状 は扁 平 で、 表面 に は磨 痕 があ る。 また、竪穴住 居跡STl

の カマ ド内か ら、 割れ た状 態で 出十 した32や 、 これ らよ りも小型 で あるが 、竪 穴住居 跡S

T2の カ マ ド覆 土 内か ら出土 した もの に も同様 に磨 痕 が見 られ る。

縄文 時代 の石器 は頁岩製 の剥片34・35や 、磨石33が 出土 した。34・35はST2の 覆 土 に

混 入 した もの、33は 表採 に よる もので あ る。
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表1 土器観察表
'

挿 図 出土 法 量(mm) 成 形 登録
番号
器 種器 形

地点 口径 底径 器高器厚 外 面 内 面 底部切離
胎 土 焼 成 色 調 備 考

番号

1
ST6F

44-30G
1448840 7 ロ クロ ロク ロ 回転 ヘ ラ切 繍 害針やや多やや軟質 灰白色 2

2
ST2F

44-32G
1439045 5 1コク ロ ロクロ ヘ ラ切 細砂含 やや軟質 灰褐色 9

3 須恵器 圷
ST6Y

44-30G
1409031 6 回転ヘラ切 粗砂少 非常に軟質 赤褐色 内外面 とも剥離がひどい 4

4 ST2 (130) 5 1コク ロ ロクロ 細砂極少 軟質 灰白色 26

5
ST2F

44-31G
(86) 6 ロ クロ ロク ロ 回転 ヘ ラ切 細砂極少 軟質 灰 白色 30

6
古ム

須恵器 朋 ST6F

44-30G
1309246 7 ロ クロ ロク ロ 回転 ヘ ラ切 砂粒多 硬質 灰色 1

7 須恵器 蓋
ST2

44-31G
14331 7 ロク ロケ ズ リ ロク ロ 砂粒多 硬質 灰色 18

8 須恵器 甕
ST2Y

44-31G
12 平行 タタキ アテ 砂粒含 良 灰 白色 17

9
ST6F

44-29G
(126)90145 6 ハケ メ

指押さえ 木葉痕
ハケメ 砂粒少 良 褐色 7

10
ST6F

44-36G
85 10 ハケ メ ヘラナデ 木葉痕 砂粒やや多 やや軟質 赤褐色 6

11
STIY

42-30G
(90) 8 ハ ケ メ ハ ケメ 粗砂多 良 褐色 15

12
ST6F

44-29G
(156) 4 ロ クロ ロク ロ 粗砂含 やや軟質 褐色 赤焼土器 内外面 とも

剥離がひどい
8

13
ST6F

44-29G
(76) 5 粗砂含 やや軟質 褐色 赤焼土器 内外面 とも

剥離がひどい
8

14
ST2

44-31G
60 7 粗砂少 軟質 浅黄榿色

赤焼土器
底面に輪積痕

10

15
ST2

44-31G
(160) 4 粗砂少 やや軟質 榿色

赤焼土器 内外面 とも
剥離がひどい

27

16 土師器 甕 ST6F
44-30G

(60) 5 ヘ ラケ ズ リ 回転ヘラ切 粗砂多 良 褐色 赤焼土器 32

17
ST2Y

44-31G
(65) 4 ヨ コナ デ 砂粒含 良 褐色 赤焼土器 29

18
STlY

41-29G (120) 5.5 ヨ コナ デ 砂粒多 良 黄褐色 15

19
STlY

42-29G
5 ハケ メ 砂粒多 良 黄褐色 15

20
ST2F

44-31G
(248) 5 ハケ メ ハ ケメ 砂粒極少 やや軟質 黄褐色 33

21
ST2

44-31G
(260) 7 砂粒やや多 良 禮色 24

22
STIY

41-29G
(260) 5 粗砂少 やや軟質 黄榿色 31

23
ST2F

44-31G
(200) 5 細砂極少 やや軟質 黄木登色 28

24
25-23G

撹 乱
140 4 ロ クロ ロク ロ 砂粒少 良 木登色 赤焼土器 21

25

土師器 圷

25-23G

撹 乱
(125) 3 ロ クロ ロク ロ 砂粒少 良 木登色 赤焼土器 20

26
25-23G

撹 乱
45 4 ロ クロ ロクロ 回転糸切 砂粒少 良 禮色 赤焼土器 19

27
25-23G

撹 乱
44 5 回転糸切 砂粒やや多 良 褐色 赤焼土器 37

表2石 器 ・礫観察表
'

挿図
番号
種 別 器 種 出土地点

計測 値(㎜ ・g)
石 材 備 考

登録
番号長 さ 幅 厚 さ 重 量

器

四

3。

別

毘

認

訓

訪

礫

ST141-30G

ST244-31G

ST142-30G

ST142-30G

ST141-30G

181

193

128

183

106

128

79

124

129

128

1052645

651324.5

561424.4

371108.7

25434.2

被熱,支 脚 として使用

擦痕あり

擦痕あり

擦痕あり

擦痕あり

16

34

11

12

3・14

石 器 磨 石 表 採 111 92 68886 擦痕あり 38

石 器 剥 片
ST2

ST2

37

41

51

44

1218.2

1935.7

頁

頁

岩

岩

縁辺に二次加工痕 あり

縁辺に二次加工痕 あり

35

36
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第4次 発掘調査のまとめ

VI第4次 発掘調査のま とめ

次 章で平成10年 度か ら13年 度の4回 にわた る発掘調査 の ま とめを述 べ るので、 ここで は4

次調 査 のみの成果 を報告 す る。

今 回の第4次 発掘調査 もこれ まで と同 じ く、 山形 県立救護施 設みや ま荘改築整備事業 に係

るもので あ る。4次 調査 は調 査面積1,500㎡ 。4回 の調査 で四 ッ塚遺 跡 の推定面 積約70,000

㎡ の うち、ll,000r㎡ が調査 され た。

検 出 された遺構 は竪穴 住居跡 ・竪穴 状遺構 ・掘立柱 建物 跡 ・溝 跡 ・陥穴 ・土坑 ・柱 穴 ・

ピッ トで あ る。調査 面積 の54.1%が 撹乱 され て お り、 遺存状 態 は悪 い。

竪穴状遺構ST6の 床面か ら須恵器圷3が 完形 で出十 して いる。底部切 り離 し技法 は回転

ヘ ラ切 り技法 であ り、 その後 ナデ調整 して い る。 「山形 の古代 土器編 年」(阿 部明彦 ・水戸

弘美1999)(15)に よれば8世 紀第4四 半期～9世 紀 第1四 半期 に位 置付 け られ る。ST6か

ら他 に出土 してい る遺物 も同時期 の ものが主体 をなす。ただ し、覆十か ら出十 してい る16の

土 師器甕(赤 焼土 器)に つ いて は、 この時期 の一群 には入 らな い。

竪穴住居 跡STlとST2の 床面か ら時期 を推定 で きる遺 物 は出土 して いないが、主体 と

な る土器、主軸 の方向か ら竪穴状遺構ST6と 同時期 であ る と考 え られ る。ただ しST2の

土 師器甕20は 他 の時期 の所産 で ある。ST6の 土 師器 甕16、ST2の 土師器甕20は 、時期 の

判断 が難 しい遺物 だが、1～3次 調査で10世 紀初頭 の遺構i群が検 出 されて いる ことか ら、 こ

の時期 の ものが覆 土 内に混 入 した と考 え られ る。

掘 立柱建物 跡SB65の 柱穴 は、2次 調査 区内のSB2の 柱穴 と組み合 い、 同一・の遺構iであ

るこ とが確 認 された。2次 の報 告(16)では 中世 とされ て い る。

溝 跡SD7は2次 調査 区の15世 紀頃 の青磁 碗が 出土 して い るSDl24と3次 調査 区のSD

98と 同一・の溝跡 で ある。 同様 にSD9も2次 調査 区のSD362と 繋 が る。 またSD9・llで

は出土遺 物 はないが、主軸 の方 向か ら2次 調査 区のSD124と 同 じ く15世 紀頃 の もの と考 え

られ る。

陥穴 は3基 検 出 された。 いずれ も底面 に逆茂木 を立てた と考 え られ るピッ トを もつ。 出土

遺物 はな く時期 は不 明で あるが、周辺 には岩木A遺 跡(前 期)・ 岩 木B遺 跡(前 ・中期)な

どの縄文 時代 の遺 跡が確認 され てお り、関連 す る可能性 が あ る。

4次 調査 で も、 これ まで通 り古代 の集落跡 、 中世 の 区画溝 に囲 まれ た集落 跡が確認 され

た。隣接 す る2・3次 調査区の遺構 とも関連 してい る。 また、初 めて縄文時代 と考 え られ る

陥穴 も検 出 された。遺 物 にっ いて は8世 紀第4四 半期 か ら9世 紀第1四 半期 を中心 に、10世

紀初頭 の土器、縄文 時代 の石器 な どが 出土 した。 中世 に位置 付 け られ る ような遺物 の出土 は

無 か った。
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W四 ツ塚遺跡の調査成果

四ッ塚遺跡の発掘調査は平成10年 度か ら14年度にかけて継続 して行われてきた。調査原

因は、山形県立救護施設みやま荘改築整備事業である。調査は平成14年 度の4次 調査をもっ

て終了する。なお報告書は逐次刊行されてお り、全部で1次 調査から4次 調査 までの四冊

の報告書が刊行 されたことになる。

1次 か ら3次 調査の報告書に示 された標高値は、誤認により実際の標高より2.75m高 い

ことが、4次 調査で明 らか となった。 ここで訂正する。

総面積ll,000㎡ の調査区からは多種多様の遺構が検出された。また時期も複数にわたる。

本遺跡は寒河江川扇状地前縁部 と、葉山南麓山地から続 く大久保段丘の境界に位置 してお

り、この遺跡の多様な内容 も、異なる地形分類の境界に位置することに起因するものと考

えられる。次に遺構の配置、主軸方向、出土遺物の検討を行い各時期ごとの遺構群のまと

まりを示す。

各次の調査で遺構 ・遺物に付した番号は、異なる年度の調査同十で重複することがある。

そのためこの章では、遺構番号の後の括弧内の数字で何次の調査によるものかを示す。

また、1次 か ら3次 の調査の中で竪穴住居跡 として報告されているものがあるが、いず

れもカマ ドなどの施設を持たず、住居跡 とは考えられないため、本文では竪穴状遺構 とし

て扱う。

遺構の主軸の振れは4次 調査では平面直角座標系第X系 のX軸 に対す る傾 きを計測 した

が、1次 か ら3次 の調査では磁北 をもとに計測 している。本章で示す主軸の振れはすべて

4次 調査で行った方法で再計測 した値を記載 しているため、1～3次 の報告書 の記載 と異

なる場合がある。

縄文時代の遺構

四次調査で初めて縄文時代と考えられる陥穴がSK5・8・19(4次)の3基 検出され

た。また、3次 調査で検出されたSKl13(3次)は 、報告書では性格不明の土坑 とされて

いたが、4次 調査で検出された陥穴列の延長上に位置することから、遺構の形態も考慮に

入れた上で陥穴 とした。ただし、逆茂木を立てたと考えられるピットは見られない。全部

で検出された陥穴は4基 となる。

四ツ塚遺跡付近の地形 は北西から南東へ下る傾斜地で、陥穴列は調査区の中でも標高の

高い地点に、等高線に平行する配置で検出された。分布位置は大久保台地の縁辺部であり、

先の寒河江川扇状地前縁部の湧水地へ集まる獲物を狙ったもの といえる。これらの遺構群

を1期 とす る。

縄文時代の遺物は一次から四次調査を通じて、他時期の遺構の覆十中に散見されており、

他の縄文時代の遺跡から混入したものと判断できる。付近には岩木A遺 跡(中 期)、 岩木

B遺 跡(前 ・中期)な どが存在 している。
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古代 の遺構

奈 良 時代 か ら平 安 時代 にか けて の遺構 として竪 穴住 居 跡STl(4次)・ST2(4

次)、 竪 穴状 遺構ST6(4次)・ST365(2次)・ST22(3次)の5基 が検 出 され

た。調査 区の西半 、傾 斜地の比較的高 い位置 に分布 してお り、 この時期の集落 の広が りを示

す もの と考 え られ る。遺構 の遺存状態 は悪 く、 いずれ も浅 い こ とか ら、遺跡が 削平 され てい

なければ、集落 は さ らに西へ と続 いて いた と言 え る。 また、 これ らの竪穴住居跡 ・竪穴状遺

構 の主軸 の振 れは北 で西 に6～22度 の範 囲に収 まってい る。出土遺物(第15～19図)は 竪穴

状遺構ST6(4次)の 床面か ら出土 してい る須 恵器圷(第17図 、3)を は じめ、8世 紀第

4四 半期 か ら9世 紀第1四 半期 の ものが主体 で あ る。 この遺構群 を同時期 の もの として捉

え、II期 として お く。

他 に出土遺物(第20図)か ら10世 紀初 頭 と考 え られ る竪穴 状遺構ST652(2次)が あ

る。 この遺構 の主軸 の方向 はN80Eで あ る。 この遺構 以外 に10世 紀初 頭の もの として報告

され た遺構 はないが、掘立柱 建物跡SBl(1次)は 主軸 の振 れが北で東 に約1度 で、ST

652(2次)に 近 い。 出土す る遺物 で明確 に時期 を示 す もの は見 られ な いが、主軸 の方位 を

も とにST652(2次)に 近 い時期 と考 え られ る。

掘 立柱建物跡SB4(2次)は 周 囲に二重 に溝跡 を巡 らす とい う特徴 を持 ち注 目され る。

特別 な意味 を持 つ遺構 の可能性 が あ るが、具体 的な内容 を示 す証左 は検 出 されて いない。建

物 の周 囲を巡 る溝跡 か ら出土す る遺物か ら8世 紀後半 と報 告 されてい るが、主軸 はN90E

を示 し、や は りST652(2次)に 近 い。 出土遺物 の示 す年代 は遺構 の上限 を示 す もの とし

て捉 え、ST652(2次)と 同 じ時期 として考 えたい。

これ らの遺構群 は先 に述べ たII期 の遺構 群 よ りも南東 の比較 的低 い斜面 上 に分布 してい

る。主軸 の方位 と遺構 の分布 か ら10世 紀初頭 の同時期 の ま とま りとして考 え、III期 とす る。

中世の遺構

竪穴状遺構ST405・656・657・658・1031・1034・1038・1615(1次)で はカマ ドな どの施

設 は検 出 されず、住居 跡 とは考 え られ ない。 これ らの竪穴 状遺構 の主軸 の振 れはN50～70。

Wで あ る。 またST658(1次)か らは北宋銭(第21図)の 「至道元寳 」(行 書)が 出土 し

て い る。初 鋳年 は995年 だが、渡来銭 が 日本 国内 において広 く流通 す るよ うにな るの は中世

に入 ってか らの こ とで あ る。ST658(1次)付 近 に見 られ る竪穴状遺構 群 も主軸 の振れ、

遺構 の状態 か ら同様 の時期 と考 え られ てい る。

掘 立柱建物跡SBl616(1次)・SB2(2次)・SB3(2次)の 主軸 の振れ もN63～

66。Wを 示 し、先 の竪穴 状遺構 群 に近 いが、や は り明確 に時期 が判別 で きる遺物 の出土 はな

く、主軸 の振 れか ら、中世の所産 と考 え られ てい る。他 に竪穴状 遺構 群の付近 に多数 の柱穴

と考 え られ る遺構 が見 られ るが、 これ らの組 み合 わせ を再検討 す る ことによ り、 さ らに多 く

の掘 立柱建物 跡 が検 出 され る可能 性が あ る。

溝i跡SD555(1次)、 同 じ溝跡 で2次 調査 区で検出 され た溝跡SD959(2次)、 平行 し
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て検 出 され た溝跡SD1002(1次)と 、 同 じ く2次 調査 区 内で検 出 された溝 跡SD124(2

次)も や は り主軸 の振れか ら、 同 じ く中世 の もの と考 え られ る。SD124(2次)か ら15世

紀 頃 の もの と考 え られ る青磁 碗(第22図)が 出土 して い る。 この2条 の溝跡 は道路跡 の側

溝 と考 え られ、 方位 は溝跡 の心 々で、N500Wで あ る。幅 は溝跡 の心 々問で平均4.2mで あ

る。 この道路跡 に直交す る溝跡SDl605(1次)・SD1606(1次)・SDl607(1次)・

SD1610(1次)・SD312(2次)な どが見 られ るが、や は り同時期 とすべ きであ り、 中

世 の集落 の 区画 溝 と考 え られ る。

これ ら中世 の所産 とされ る遺構群 の主軸 の振 れ はN50～66。Wの 範 囲 内に ある。他 の時

期 の遺構 で この方位 に近 い ものは見 られず 、一つ の時期 的な ま とま りとして捉 えれば、15

世 紀頃の四 ツ塚遺跡 の集落 は,N50～660Wと い う一・定 の方角 に合 わせ て造 られ た と考 え ら

れ る。 これ ら中世 の遺構群 をIV期 とす る。 また、 これ ら中世 の遺構 群 の主体 は、II期 ・III

期 の遺構 群 よ りもさ らに南東側 の標 高 の低 い面 に分 布 す る ようにな る。

井戸跡 は主 に調査 区の最 も南東側 、中世 の遺構群 が数多 く見 られ る地点付近 に集 中す る。

この井戸跡 が多 く見 られ る場 所 は、先 に述 べ た寒河江 川扇状 地前縁部 で あ り、地下水 が豊

富 で、井 戸 を構築 す るの に適 した場 所 であ る。遺物 は土 師器 ・須 恵器 が少量 出土 してい る

が、古代 、 あ るい は中世 の どち らに当て られ るか判 然 としな い。 ただ し、井 戸跡SE1465

(1次)で は915年 に降灰 の記録 が残 る十和 田aテ フラが検 出 されてお り、B類 の時期 に入

る。1次 調査 の報 告書で は溝跡SD555(1次)を 切 って い る として、SD555(1次)を

915年 以前 として い る。 その後 、2次 調 査で 同時期 の溝 跡 と考 え られ るSD124(2次)か

ら先 に述べ た15世 紀 の青磁碗 が出土 す るに及 び、1次 調査で のSD555(1次)とSEl465

(1次)の 新 旧関係 は再考 を迫 られた。 その結果、2次 調査 の報 告で は新 旧が逆転 し、S

El465(1次)を 古代 、SD555(1次)は 青磁碗 の年代 を も とに中世の もの として報 告 さ

れた ので あ る。今 回 の報 告で は2次 調査 の報 告書 での、溝跡 の覆土 は井戸跡 の覆土 中 に含

まれ る とい う見解(17)を採 り、SD555(1次)を 中世 として考 え る。

まとめ

四ッ塚遺跡は縄文時代、8世 紀第4四 半期か ら9世 紀第1四 半期、10世 紀初頭、中世 の

複数の時代 にまたがって営まれた遺跡である。出土する遺物は十分な資料 とは言えず、遺

跡の内容を把握するのは困難だが、主な遺構の主軸の方位、地形区分上の分布などから、

各時期の遺構をまとめ、遺構の変遷を考察 した。最後にその要約を記す。

1期 は縄文時代の陥穴。調査区の北西側、台地の縁辺部で、標高の高い地点に位置する。

4基 確認 され、等高線 に沿 うように列状に配置される。

II期は8世 紀第4四 半期から9世 紀第1四 半期 とした。調査区の西側、標高の高い地点に、

主軸がN6～22。Wに 振れる遺構群。竪穴住居跡、竪穴状遺構などからなる集落跡である。

III期は10世 紀初頭で、II期 より一段低い位置に分布 し、主軸がN1～9。Eに 振れる遺

構群。竪穴状遺構、掘立柱建物跡、十和田aテ フラが検出された井戸跡SEl465(1次)
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などからなる集落跡である。

IV期 は中世で、主に調査区内でも最 も低い位置に分布する。主軸の振れはN50～700Wで

ある。竪穴状遺構、掘立柱建物跡、道路跡、そして道路跡 と直交する区画溝などからなる集

落跡である。

井戸跡については、平面形が円形であり、主軸が不明であることと、分布が湧水地に限定

されることから、SEl465(1次)以 外は特 に分類 しなかった。

この分析では、古代から中世の集落は低地へ向かって降りていく状況が見える。また、各

時期の遺構群はそれぞれ一つの決まった方角にある程度規制されて構築されていることも

分った。つまり、先に構築された遺構の方位に規制されて新 しい遺構が構築されるためか、

あるいは初めから一・つの方位に揃えて集落を造ったかのどちらかと考えて良いだろう。方

角、配置などさまざまに制約を受けながら集落は構成されるが、さらに規模、形態にも同様

に制約を受けていたことも考えられる。今後は四ッ塚遺跡をはじめ他の遺跡でも更なる検討

を行い、集落の構成、消長を考えていく必要がある。
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第23図 四ツ塚遺跡遺構配置図
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1～3次 調査の主要な遺物(詳 細は各次の調査報告書参照)
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